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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・日用品の物品管理が出来ておらず、特にトイレットペーパーの発注がギリギリか足りなくなることが続いているので、日常的に物品の管理に努めること。
・WIZ回覧でコメントされているが、メールを既読したあとに指摘事項を訂正せずに日数が経過する事が続いている。コメントを見た方はカンファレンス等で情報共有し、すばやく訂正できるようにすること。

・砂丘への足跡が青陽館に届いている為、一人1冊持っていくようにしてください。
・5月16日～11月15日までを対象期間とし、行動観察メモを作成してください。
・11/10（土）青風荘で火災を想定した避難訓練が行われます。
・11/16から管理栄養士は工藤弘美さんから鈴木文子さんへ変更となります。同フロアについたスタッフは業務内容の指導をお願いします。

・年末年始に関して…デイナイトケアは1/3から、ナイトケアは1/4から開始予定。
＜研修案内＞
〔外部研修〕

①11/9（金）八戸地区認知症疾患セミナー
場所：パークホテル

②11/17（土）精神科デイケアスタッフ研修会

　場所：弘前愛成会病院　デイケアあゆみ
③11/21（水）19：00～　八戸精神科医会

　場所：八戸パークホテル　3Fロイヤルホール　対象：医師、薬剤師、スタッフ

④11/27（火）青森県精神病院・診療所協会　第3回研修会

　「口腔ケアとオーラルフレイル予防、機能的介入技術」を学ぶ

⑤12/9(日)9：30～16：00　臨床精神医学研究会
　場所:コラッセふくしま　401会議室　参加費：3,500円　申込み締切：12/6（木）

〔院内・法人内・グループ内研修〕

①11/12（月）17：15～17：45　看護グループ内研修「救急対応」

＜提出期限＞

・11/5（月）昼　10月分月報
・11/8（木）10月分経過録

・11/8（木）行動観察メモ（対象期間：5/16～11/15）

・11/15（木）年末調整
＜青明舎登録者情報交換＞

・若松　邦生様～30日に来所。風邪気味であるとのことで、27日に健康診断の予定であったが、キャンセルしている。そのため、健康診断の予約を取り直さなくてはいけない状態となっている。

・福井　彩　様～31日に来所。歯科受診し、虫歯のチェックと奥歯がしみることについて相談している。奥歯の染みるのは、歯軋りが原因ではないかとの事で、マウスピースを購入する予定。その他、現在の住まいの名称が変更となり、「ビレッジハウス櫛引」となっている。
・松川　順子様～4日に訪問。困ったことはないと話しているものの、玄関先においてある灯油タンクが空の状態であったため、灯油を買い足すよう助言している。その際に、購入方法が分からないとの事で購入方法を助言している。灯油の配達を依頼するもデイケア利用中であるため、大家さんが建て替えておくとの事で、帰宅後に料金を確認の元、残金より支払う予定とのこと。その他、普段水分を摂取していないことが判明した為、こまめに水分を摂取するよう助言している。

　　　　　　　　→デイケアでも、水分補給の促しを行っていく。

・鈴木　知子様～30日夜間に電話があり、部屋の電気が切れ掛かっているが、どうしたら良いかとの相談がある。本人様の部屋の蛍光灯がリング状の物で2つ購入するべきか1つ購入するべきかなど質問があり、1つでよいことを助言し、終話している。

　　　　　　　　2日の日の電話は、「人と比べない方がいいですよね？」とデイケアで自身より明るい利用者様（根地戸恵様）と比較してしまうことを相談されている。青明舎スタッフより助言することで、納得している様子だったとの事。4日の日の電話は、「郵便局で記帳したいけど、やってるかな？」と相談があり、別日で記帳することを助言。その際に、蛍光灯の購入はどうなったのか確認すると、サンデーに配達を依頼したとの事。

・高柳　和子様～夜間に苛々することがあり、塗り薬を塗っていないとのこと。限度額

を気にして、デイケアの利用料について相談をしている。冬に向けて、

浴室のガスの元栓を凍らないように閉める作業を行ったとの事。

・船場　幸子様～1日に来所。股関節痛について」、運動時痛があることを話している。スタッフより寒くなってきて痛むことはないか確認するが、寒くて痛くなることはないとのこと。

・浅坂　政美様～4日訪問。特に問題となるようなことはなかったとのこと。
・東海林紀子様～30日夜間に電話がある。福井彩様からLINEの返信が来ないことについて相談されている。返信が来ないと、怒っているのではないかや失礼なことを話したのではないかと考えてしまうと話している。そのため、そのような考えをするので花買う、忙しくて相手が返信することが出来なかったのではないか等と考えるよう伝えている。その後、眠れないかも知れないと話すため、寝れなくても布団に入り身体を休めるよう助言している。

31日に電話があり、やはり夜間眠ることが出来なかったとのことで、今までの言動を振り返り、本人様も体調やお子様がいるため、生活スタイルが違うことを伝えている。その後に、デイケアあるけど行きたくないとの発現が聞かれているため、出席するよう促している。

→様々なスタッフに同内容のことを相談しているとの事。先週金曜日に青陽館スタッフに吹っ切れたような発言が聞かれていたとの事。

・平　京子　様～31日に来所されている。外来で採血の結果を聞いてきたとのことで、HbA1cが6.4→6.0に減少。本人様も食生活を気にして生活していたとのこと。同日、インフルエンザの予防接種を行ってきたと報告がある。その他、厚生年金より15～17万、基礎年金より18万の支給があると本人様が話し手織り、生活保護の支給よりも多くの額をもらえると話していたとの事。
＜グループホーム入居者情報交換＞
・淡路智恵子様～先日、膝を痛めたと話しており、10/30（火）におくでら整形外科を定期受診され、経過観察と話されたとの事。グループホーム世話人には、膝の痛みについて話すことはないとのこと。その他、健康診断の結果が返却され、心電図で再度検査が必要である。そのことについて声高にスタッフへ相談する様子が見られている。スタッフより大丈夫であることを伝えると、妙な気分の高揚さが見られている。
・繁名　和恵様～11/1（木）生活保護は止められるとの事で、通知書が届き次第手続きを開始する予定。生活保護担当の北田さんより、手持ちの残金が4、5万になったら再開することとしている。現在の本人様の貯金は200万円程あるとのこと。その他、本人様が何を食べていい物か、ダメな物かの理解が乏しい為、医師に栄養指導の導入を検討してもらう予定であったが、先日の青陽館スタッフ同行での受診時に導入に至らなかった。そのため、必要に応じて医師に栄養指導の導入が必要であることを伝えていく予定との事。その他、31日に処方変更があり、リスペリドン6mgの朝夕食後がなくなり、コントミン糖衣錠25mg、酸化マグネシウム錠330mgに変更となっている。
・古舘　ヨリ様～11/2八戸赤十字病院を受診。経過は良好とのこと。

・豊川　明男様～10/30～より全身の関節痛等を訴えており、11/1～内科受診し、風邪薬処方となっている。

→本日、同様の内容を訴え、デイケア欠席
・中村与一郎様～11/5（火）おくでら整形外科受診予定。健康診断の結果、再検査の結果が来ており、グループホーム世話人が同行受診希望するが、本人様が拒否。引っかかった項目は、コレステロールや肝機能との事。
・田中　一　様～金銭管理を月2回行うようにしている。新しいペットボトルが欲しく自動販売機での購入することや2日に1回買い物に出掛け、美味しいものを買ってきてしまうなどの習慣があるとのこと。今後、朝食はおにぎり、お茶とし、昼・夕食をしっかり食べることとしていく。
・下妻　康貴様～社員旅行があり、楽しみにしているとのこと。
・関　秀治　様～自宅外泊しており、その際に健康診断を行ってきたとのこと。
・番沢　政勝様～健康診断の結果が来ており、肝炎に引っかかり再検査が必要との事。

その際に、グループホーム世話人が同行受診の希望をすると、すんな

り許可されている。

・村上　元道様～就労中、胃もたれを起こしたとのことで、薬局にて食べ物を良く噛まずに食べていること等が原因の1つではないかと話されたとの事。その他、妹様の生活保護受給の話が上手いように進まず、村上様がイライラし、他者に対しても強い口調で話している。妹様の生活保護が受給にならない間、村上様が建て替えると話している。就労先で草取り作業を依頼されるも、やってられないと話し、午前中で帰ってくることがあったとのこと。ご家族様のことで忙しく、服薬や睡眠状況が乱れており、その事も要因の1つになってか2回ほど尿失禁してしまったとのこと。

　　　　　　　　※先日、村上様の兄と名乗る人からあったことが、妹様のところには兄様が会いに来て、金銭の要求をしていたとの事。今後の対策として、弟様の知っている連絡先は、青南病院、以前のグループホーム、青陽館のみであるとのこと。病院、周辺施設で村上様の所在を窺う電話等があった際には、本人様に了承を経て“居ません“で統一することとする。青陽館に所在確認で来た際も同様で、施設内に入ろうとした際には警察へ連絡することとする。

＜利用者様情報＞
デイケア
・前野　義勝様～先週より風邪を引いており、土曜日に内科受診しようとしたら休診日であった為、受信できなかった事を話している。今後、良くならなければ、内科受診をするように伝えている。デイケア利用中は咳や鼻水等は見られず不調の訴えはなく時間終了まで過ごしている。
・川口　尚良様～先週泌尿器科を受診した結果について自ら報告している。処方内容は、レボフロキサシン500㎎（抗菌薬）１T　夕食後、セルニルトン（排尿障害治療薬）6T　2錠ずつ毎食後。服用開始してから、尿回数が減ったとの事。前立腺炎についての説明用紙を渡され、ストレスをためないようにとの医師からの助言があったとのこと。
・高阪　博英様～土曜日に38.6℃の熱が出て、三沢の病院を受診されたとの事。処方薬が本日切れるとの事で、外来終了後、診察に間に合えば本日処方薬を再度貰いに行くと話すことや他利用者様に移るといけないからということで、本日欠席している。風邪の症状に関しては、くしゃみ、鼻水があるとのことで、本日の体温は37.0℃。

・大下　伸治様～来所後、体調が悪い為、「昼食食べたら帰っていいですか？」とスタッフに話しており、すぐに決めるのではなく少し様子を見る様助言している。昼食後は症状が軽減してきたと、他メンバーと会話したり、ウォーキングしており、不調の訴えなく、プログラムに参加している。帰宅するまで不調の悪化を訴えることなく過ごしている。
・繁名　和恵様～自主活動の時間には足の痺れと頭痛を訴え静養室にて1時間半静養している。休養後は「足痛い」と話していたが運動プログラムに取り組んでいる。
・佐々木理佳様～病院SWから情報提供がある。三戸町役場から就労継続支援A型利用目的にて障害福祉サービスの申請について相談があったが、就労継続支援A型を利用するための特定相談員についての相談はなかったとのこと。デイケア来所後、主治医意見書の件について本人にハローワークに行ったか確認すると「行った。“一度書式を見ないとわからないから持ってきて”って言われた」と話している。上記について病院SWに情報提供している。
・鈴木　碧　様～本日、午後より体験利用予定。

デイナイトケア
・吉田キクエ様～青風荘から情報提供があり、週末に左胸の下側に痒みがあり、軟膏を塗布して対処しているとのこと。先週から、膀胱炎予防のための清浄綿の使用について介入を要しており、本日も清浄綿を受け取ろうとしないことがあり、使用する必要性について再度説明をしたとのこと。デイナイトケアで、清浄綿の使用をしているかを確認すると、不機嫌になることはなく「治った」と話している。再発を繰り返していることを伝え、主治医からも使用を促されていることを再度振り返っている。本日は1枚使用したとのことで、評価している。引き続き、清浄綿の使用状況について確認し、介入なく使用できるように支持的にかかわっていく。
・小野寺ノリ様～青風荘から情報提供があり、今朝の血圧測定で162/80㎜Hg、脈拍73回/分と高値が見られ、再検でも142/59㎜Hg、脈拍80回/分と普段と比較し、やや高めであったとのこと。デイナイトケアでは、体調について「どこも悪くないよ」と笑顔で答え、スタッフの声掛け時やプログラム参加中も反応は良く、受け答えもはっきりしている。不調があった際は、教えて欲しいことを伝えている。
・倉橋　生子様～青風荘から情報提供があり、週末の夜間に階段で吉田富秋様に遭遇して「ビックリした」と話していたとのこと。その後も「部屋が荒らされている」、「写真が破られている」等と被害的な訴えをしており、同じ説明を何度も要すことが続いており、思い込みの訂正が難しい様子があったとのこと。同内容をスタッフをかえて訴えており、説明や対応を統一しているとのこと。睡眠についても土曜日夜に一睡も出来なかったと話していたが、日曜日の夜は少し眠れたと答えている。デイナイトケアでは、先週から特定のスタッフにのみ青風荘からあった吉田富秋様に関連した被害的な訴えを繰り返しており、本日は「夜に人が入ってくるようで、眠れない、落ち着かない」と話している。青風荘スタッフと同様に写真の劣化の可能性や決めつけがあることを指摘するが、修正することが難しいようである。
ナイトケア
・関　秀治　様～自らの報告はないが、十和田市に帰省し無事に健康診断を受けてきたとの事。本日の夕食は母様の手作り弁当を持参し、5分くらいで食べ終えている。11月の健康チェックを自ら行っており、体重が前月比−3㎏と減量しており評価している。10月はスタッフと一緒に買い物のレシートチェックを行っており、買ったものを見直すきっかけとなり、それが減量に繋がったと思われる。レシートチェックは今月は行わず、12月の健康チェックで現在の体重を維持出来なかった場合に、チェックを再開することとし、了承している。
＜事例検討＞
カンファレンスシート（下妻　康貴　様）

実施日：H30年11月5日（月）13：30～14：00

検討内容現状の確認と、今後の対応の検討。

	氏名
	下妻　康貴　様
	性別
	男
	年齢
	45
	生年月日
	S48年4月20日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	腰椎椎体骨折

	治療方針（医師の指示）
	基本的な生活習慣を身につける　対人関係を学ぶ

病識をつける

	本人希望
	病状を崩さずに、現在の仕事と生活を維持していきたい。

	入院歴
	計2回

	通所歴
	1回目（当院ナイトケア）

· 今回：Ｈ16年12月1日～現在（月、木、金）

	その他サービス利用
	パート就労：パセリー菜（月、木、金、土）

	住居：グループホーム「あおば」
	家族構成　父、母

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳2級
	障害基礎年金1級
	他　自立支援医療

	備考：事例検討に必要な情報を記載
大学3年時に成績不振にて中退したが同時期より被害妄想が出現し、平成8年5月に八甲病院を受診し上記診断いて加療を継続していたが、同年8年9月に通院及び服薬を自己判断で中断した。その後被害妄想や関係妄想などの精神症状が再燃したため、平成11年3月15日から同年4月17日までみちのく記念病院にて入院加療が行われた。しかし、平成12年12月には突然上京し警察に保護されたが、その際に幻覚妄想状態及び精神運動興奮状態あったため、平成12年12月4日に当院を受診時同日当院1回目の入院となった。平成14年10月30日に当院を退院後は生活訓練施設への入所生活を経て、アパートで単身生活を送っていた。同時に精神障害者社会適応訓練のサービスを利用し､職業訓練後にパートでの勤務開始し現在も継続している。平成25年1月9日は入居していたアパートの火災により､その後生活の場所をグループホームへ移した。現在も当院への定期的な外来通院、ナイトケア利用を継続している。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状を安定させ、現在の生活を維持する。
	①不安や困ったことを解決できるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	①不安や困った事などがある際には対処法について相談できるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	①不安、不満を解消しながら生活及び仕事を行っていく。不安不満の訴えがある際には傾聴し、ともに解決策を話し合っていく。また、出来ていることを積極的に評価し、出来ていないことは適切に把握出来るようフィードバックしていく。

	
	②対人交流時のストレスを軽減する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	②職場やナイトメンバーとの間で自己の負担にならない程度の交流を行う。
	②対人交流面のストレスや不安、不満がある際にはすぐに相談する。相談があった際には話を傾聴し、適切な対応が出来るようアドバイスしていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①不安や困った事などがある際には対処法について相談できるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	・月1回面談を行っており、仕事や生活の状況を確認している。半年程前から、体力的な問題で仕事を変えたいと話しているが、今すぐにどうにかしたいという話しは聞かれていない。本格的に考えていきたい時には、改めて相談するよう伝えている。仕事での暑さ対策や、身体不調への対処について不安を話すことがあり、都度スタッフと相談しながら対処法を行っている。仕事や生活に関する不安や困った事は、些細なことでも自分からスタッフに相談して対処方法を検討している。実行状況については一部を除き実施出来ている。

・達成度70%
	不安や困ったことは自分から相談しているが、些細な問題でも相談し、自分なりの対処法を実践することは少ない。今後も目標を継続し、不安や不満等の問題に対し、適切な対処法を検討しながら実践できるように関わっていく。


	②職場やナイトメンバーとの間で自己の負担にならない程度の交流を行う。
	・特定メンバー以外とは、表情良く交流しており、職場内での人間関係は問題なく、良い関係が作れていると話す。

・特定女性利用者から頻繁に声を掛けられており、素っ気無く口調荒めに対応しているがトラブルは無い。「よくわからない話をしてくるから疲れる」と不満を話しており、スタッフから介入し対応できることを伝えると、「何かあった時は相談する」とのみ話している。自分から何か対処している様子はない。相手から食料品等を渡されることがあるが、スタッフが見ていないところで受け取っている様子。本人からやり取りに関する訴えはない。
・何か本人が気になることがあると、自分から相談しながら対処出来ている。過度に訴えることは無いが、不満として同グループホーム利用者や、ナイトケア利用者への不満を訴えることがある。不満は相手の言動に関するものであり、相手が好きで取り組んでいる活動への不満等、一方的な内容が多い。相手の状況を伝えつつ、振り返りを行っているが、不満を持っているナイトケア利用者との会話は無く、相手がいるとじっと見ていることがある。
・10/17ナイトケア特定利用者様へ攻撃的な発言があったことに関して、担当スタッフと面談を実施している。「来た時に勉強していることが多くて、何でそんなに勉強しなきゃいけないんだろって思って気になってた」「スタッフ捕まえてずっと話してたり、好きな場所で自由に行動したりしてるから、なんか目につくんだよね」と不満げに話している。本人の訴えを傾聴し、各利用者によって取り組んでいる活動に違いがあり、それぞれ目的をもって行っていることを説明すると、「彼も目的を持って勉強してるんだね」「そこがわかれば気にならなくなると思う」と納得するように返答している。今後もし相手の行動が気になった際には、スタッフに相談して欲しいことを伝えると、「大丈夫だと思うけど、何かあったら相談するね」と表情良く話し、面談を終了している。

・達成度60%
	対人交流面において、特定利用者への不満を訴えることがある。一方的な訴えでもあるため、今後も目標と計画を継続し、都度振り返りを行いつつ、対人交流面での不満を解消することができるよう対応方法を一緒に検討しながら関わっていく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状を安定させ、現在の生活を維持する。
	①不安や困ったことを解決できるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	①不安や困った事などがある際には対処法について相談できるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	①不安、不満を解消しながら生活及び仕事を行っていく。不安不満の訴えがある際には傾聴し、ともに解決策を話し合っていく。また、出来ていることを積極的に評価し、出来ていないことは適切に把握出来るようフィードバックしていく。

	
	②対人交流時のストレスを軽減する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	②職場やナイトメンバーとの間で自己の負担にならない程度の交流を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	②対人交流面のストレスや不安、不満がある際にはすぐに相談する。相談があった際には話を傾聴し、適切な対応が出来るようアドバイスしていく。


